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研究成果の概要： 
国際的なジェンダー研究の構築に努め、その内容として、芸術において表現されてきた女性た

ちの 20 世紀の帝国主義経験や植民地主義経験に関する研究、その延長線上にあると思われる
グローバリゼーションのもとで生み出されるディアスポラ（離散）の研究、労働市場・現場に

おける女性労働のジェンダー化、女性の移動、労働をめぐる女性の表象といった問題をめぐっ

て、日本における先行研究においてはあまり焦点化されてこなかった、正義概念から検討を加

え、公私二元論や研究分野のもつ領域性が女性の問題を不可視化していることを、明らかにし

た。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2007 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

2008 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

年度  

  年度  

総 計 8,000,000 2,400,000 10,400,000 

 
 
研究分野：民事法学 
科研費の分科・細目：ジェンダー・ジェンダー 
キーワード：ジェンダー、正義、経済格差 
 
１．研究開始当初の背景 

行政レヴェルでのジェンダー問題への取り

組みと、理論的な高度化が同時進行的に進む

中で、なぜわたしたちは男女平等を唱えなけ

ればならないのか、といった基本的な理念は

問題にされていなかった。さらに、当時の日

本社会においては、ジェンダー・フリーバッ

シングという形で、憲法の下で保障されてい

るはずの法の下の平等さえ否定してしまい

かねない状況が生み出されていた。 

 
２．研究の目的 

「正義」という普遍的理念のジェンダー的再

構成を目ざしながら、司法過程、経済領域、



文化摩擦、労働市場、国際移動、移民、家族、

セクシュアリティといったサブ・テーマを意

識しつつ、国際比較の視点をいかし、現代日

本における社会正義を実現するための男女

平等、男女間の公正とはいかなるものか、い

かなるものであるべきか、といった問いに応

える。 

 

 
３．研究の方法 

フェミニズムの視点からの社会正義論、社会

学的考察を活かした性別役割分業の実証研

究、文化的な個別性を免れないジェンダー観

の国際比較、公私二元論の歴史的変遷過程の

考察といったより総合的なアプローチから、

社会構成上の根源的規範である正義を再構

築。 

 
４．研究成果 

 
国際的なジェンダー研究の構築に努め、その

内容として、芸術において表現されてきた女

性たちの 20世紀の帝国主義経験や植民地主

義経験に関する研究、その延長線上にあると

思われるグローバリゼーションのもとで生

み出されるディアスポラ（離散）の研究、労

働市場・現場における女性労働のジェンダー

化、女性の移動、労働をめぐる女性の表象と

いった問題をめぐって、日本における先行研

究においてはあまり焦点化されてこなかっ

た、正義概念から検討を加え、公私二元論や

研究分野のもつ領域性が女性の問題を不可

視化していることを、明らかにした。 
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